Laments on Aging in Jin Dynasty by Shiomi, Kunihiko
金代「紀年」詩考
塩 見 邦 彦 *











三十七年今日過  二十七年 今日過ぎ
可憐出処両瑳陀  憐れむべし 出処両つながら瑳陀たり
(除夜)
二十九年何限事  二十九年 何ぞ事を限らん
只留孤影伴黄昏  ただ孤影を留めて黄昏を伴わん
(長寿山居元ク)
四十挙児子    四十にして児子を挙げ
こ  いだ
提骸印F自誇    核を提きて羽,か自ら誇る
(阿千始生)
四十二年弾指過  四十二年 弾指に過ぎ
却疑行処是前生  却って疑ふ行く処是れ前生
(済南雑詩五首 其―)
五十未全老    五十未だ全く老ひず




四十九年堪一笑  四十九年 一笑に堪えん
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くままに,自由に詠まれるというのも,金代「紀年」詩のもう一つの特徴と言えようか。以下,そ
れらのいくつかを例挙しよう。
学剣攻書護自奇   学剣攻書 自奇を護どり
回頭三十六年非   回頭三十六年の非②
(李粉 下第)
三十八年過     二十八年過ぎ
星星白髪多     星星として白髪多し
(房媒 丙甲元日)
龍鐘二十九年春   龍鐘 二十九年の春
講説新年似講貧   新年を説くを講むは貧を諄むに似たり
(張乗文 除夜其二)
行年四十二     行年 四十二
始有此児子     始めて此の児子有り
(趙乗文 冬至)
従頭悉読行年記   従頭 悉く読む行年の記
穎愧春風四十三   懸愧す 春風四十二
(段克己 幸丑清明後三日詩社諸君子燕集於封仲堅別窒・・・)
白髪明朝四十七   白髪 明朝 四十七












人生七十      人生七十
竿希寿数      竿に寿数を希ふも
我今四旬有五    我 今 四旬有五なり
(馬毎 満庭芳)
四十六年弾指過   四十六年 弾指に過ぎ
蒼顔換却春華    蒼顔 春華を換却す
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(段成己 臨江仙)
回頭四十七年非   回頭 四十七年の非
何因松竹底     何ぞ松竹の底に因らん
茅屋老相依     茅屋老ひて相ひ依らん
(元好問 臨江仙)
四十九年      四十九年
強半在天涯     強ひて半ば天涯にあり
(段克己 江城子)
伊子癸卯同生世   伊の子 癸卯同じく世に生れ
不覚流年五十二   覚えず 流年五十二
(馬鉦 惜芳時)
馬風風      馬 風風
五旬六       五旬に六
雲水朝瓢      雲水 瓢瓢
麗然清独      麗然 清独たり
(′馬鉦 情心鏡)
整六十二歳     整に六十三歳
二月良辰      二月の良辰







1)四十宜未老     四十は宜しく未だ老ならざるべし
年々添贅糸     年々 髯糸を添ふるも
(元徳明 覧鏡)
行年四十著都服   行年四十 絲服を著け
悲晴敷作児声弧   悲晴敷ひ作す児声の弧
(段成己 蘇氏承顔堂)




2)百年今己半     百年 今己に半ば
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只合闘樽前     只だ合に樽前に闘はん
(李俊民 一字百題示商君祥 身)
候忽五十春     候忽 五十の春
相見成老痩     相ひ見ゆるも老捜となる
(李俊民 留別李巽之)
百年今己半     百年 今己に半ば
凛凛畏虚生     凛凛として虚しき生を畏れん
(周昴 早起)
3)年過六秩尚陸此   年は六秩を過ぐるも尚ほ瑳陀たり
奈此奴陽帰隠何   此の城陽の帰隠を何奈せん
(張乗文 坂陽帰隠図)
六十衰翁更莫間   六十の衰翁 更に問莫く
好将華髪映青山   好し幸髪を将つて青山に映ぜん
(杜仁傑 魯郊)
謂我六十翁     我を六十の翁と謂ふも
歯髪未衰落     歯髪未だ衰落せず
(元好間 示程孫四首 其二)
以上,夫々 四十歳・五十歳・六十歳の「紀年」詩を三首ずつみたが,十年毎に詠われているとい
う事を除けば,ある詩人は人との別れを,ある詩人は訪れた建物での作であったりして,そこに何
か統一的な傾向を見出そうとするのは難しい。各々が,各々 の感興に促されて「紀年」詩を詠って
いるとしか言いようがない。そして,このことは当然の事であると受け取られがちであるが,宋代
「紀年」詩と比較すると,全くパターン化からは程遠いという金代「紀年」詩の特徴が浮かび上るの
である。
先に誕生日・元日・除夜に「紀年」詩がよく詠われるということを述べたが,そのパターン化は
宋代「紀年」詩の特徴の一つであって,金代「紀年」詩を見た場合,少なくとも誕生日に詠われる
「紀年」詩は皆無であること,また,F論語』為政篇の範疇では括れないこと,という特徴が浮かび
上る。これらの特徴は,金という異民族支配と深く関係していると考えられるが,現在の所,指摘
するに留めたい。
結論
上に見たように,主として宋代「紀年」詩との比較で金代の「紀年」詩についてそのさまざまな
点を見てきたが,以下のように結論づけてよさそうである。
一,金代を通じて最も多い「紀年」詩作者は元好間である。
二,F論語』為政篇を踏まえる十年毎の「紀年」詩は,金詩では二十歳・七十歳については皆無であ
る。
三,宋代では誕生日・元日・除夜に書かれた「紀年」詩がその主要なものであるが,金代では誕生
日に書かれたものは皆無であり,元日と除夜に集中する。
四,詠われる「紀年」詩は宋代「紀年」詩のようなパターン化からは比較的自由であり、各詩人の
塩見邦彦 :金代「紀年」詩考
感興に促されての作が多い。
五,詞の中で詠われることについては宋代と異ならないカミ、パターン化からは自由である。
これらの結論を見ると,金代「紀年」詩は宋代「紀年」の伝統を1受け継ぐ面を見せなが、らも,前
代のパターンにとらわれない新しい面,いわば詩人たちの独自かつ柔軟な発想に従っている面が如
実である,と言えるようである。
注
(1,「宋代「紀年J詩考」(F第。松本教授退官記念中国文学論集]立命館大学人文学会 2000)
(2)この句,恐らく宋代の楊冠卿の「回頭今日集,三十六年非」を意識する。  ´
(3)「隆汐「紀年」詩考J(名古屋大学申国語学文学論集第十集 1"7)
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